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18春闘教育長交渉 第三期高校改革基本方針（2021年度～）策定に向けて

生徒減による学校の小規模化の中で教育の質の担保が課題（教育長）

高教組速報

高教組は 4 月 27 日、18 春闘要求書にもとづく

教育長交渉を行いました。交渉には、高教組本部

執行部 5 人と、錦戸諫早支部書記長、松本島原支

部長、幾世西彼支部長が参加し、県教委は、池松

教育長、柴田教職員課長、鶴田人事管理監、他 5
人が対応しました。

「単純に、生徒が少なくなったから統廃合

ということは考えていない」（教育長）

交渉では、年度内に策定が予想される｢第三期高

校改革基本方針｣(2021 年度からの 10 年計画)につ

いてとりあげ、策定に向けての教育長の課題認識

を質しました。これに対して教育長は、6 月から

外部有識者による｢高校改革推進会議｣で議論を始

めて、2 月頃に報告を受けて年度内に基本方針案

を策定するというスケジュールを示した上で、｢少

子化による生徒減で各学校が小規模化している中

で、どのように教育の質を担保していくのかが第

一の課題｣と述べ、｢統廃合も含めた議論をしてい

かなければならない｣としつつ、｢地域の拠点とし

て学校を残していくという観点もある｣｢単純に、

少なくなったから統廃合ということは考えていな

い｣と回答しました。

高教組は、少人数学級を実現してクラス数や教

員数を維持することを求めるとともに、｢推進会議｣

での論議に向けて、高教組の意見を表明する機会

を保障することなどを求めました。

部活動指導員の配置について

来年度の予算要求に向けての検討を表明

交渉での毎回の課題である教職員の長時間労働

の是正について、高教組は、各学校で具体的な業

務削減がすすむように県教委としてどうとりくむ

のかを追及するとともに、教職員の負担軽減のた

めに専門的な職員やサポートスタッフを配置する

ことを求めました。これに対して教育長は、部活

動についての国のガイドラインが出されたことを

受けて、11月頃に県版のガイドラインを示すこと、

部活動指導員について、来年度の予算要求に向け

て検討することを表明しました。ただ、部活動指

導員については｢全部に入れることは現実的には難

しい。どういう部に入れるかということも含めて

検討したい｣としています。

高教組は、部活動以外の業務も含めて、教職員

の業務をサポートするスタッフがほしいという声

が大きいことを指摘し、特に負担が大きいという

声が多い奨学金に関わる業務について、その実態

を示して、負担軽減のとりくみを求めました。

人事評価の給与への反映について｢いつまで

も入れないという話にはならない｣（教育長）

人事評価の結果を給与に反映させる制度の導入

が全国的に広がってきていますが、この制度につ

ていては、校長会も反対であることを高教組との

懇談の中で明らかにしています。これを受けて、

高教組は｢学校現場の労使が共に反対していること

をどう受け止めるのか｣と教育長に質しました。こ

れに対して教育長は｢気持ちとしてはわかる｣とし

ながらも｢福岡・大分・沖縄も始めたし、知事部局

もやっている｣「長崎県だけできないという話には

ならない｣と回答しました。高教組は、職員が評価

制度に納得していない中での導入は｢百害あって一

利なし｣だと批判すると、教育長は｢私も拙速にす

ぐ実行するとは思っていない。まだまだ課題もあ

ると思っている。しかし、いつまでも入れないと

いう話にはならない｣と回答しました。

労働条件を改善させるのは団結の力です 教職員の要求実現のためにあなたも高教組へ


